
姶 歯 発 第 8 8  号 

令和８年９月 16 日 

会 員 各 位 

公益社団法人 姶良地区歯科医師会        

  会長  谷口 拓郎  

令和８年度医療管理研修会のご案内 

標記研修会を下記の要領にて開催します。 

ご多忙とは存じますが、万障お繰り合わせの上、多数の先生、スタッフの皆様のご参

加をよろしくお願い申し上げます。 

記 

日時  令和 8 年 11 月 10 日（火曜日） 19 時 30 分 

場所  姶良地区歯科医師会館 大会議室 

対象  歯科医師および歯科医院スタッフ 

演題  歯科医院における医療安全～安全な歯科医療を実践するために～ 

講師  鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 歯科麻酔全身管理学分野 

                                                塚本 真規   准教授 

※  本研修会は、以下の施設基準に関わる研修項目に該当します。また、本年より日

歯生涯研修事業 IC カードは使用できません。QR コード読み取りでの出席とな

りますのでご留意ください。 

①  初診料の注１「院内感染防止対策に係る標準予防策」「新興感染症に対する対策」 

「抗生剤の適正使用について」、②歯科外来診療医療安全対策加算「偶発時に対する 

緊急時の対応」「医療事故対策等の医療安全対策」、③歯科外来診療感染対策加算「院 

内感染防止対策」、④口腔管理体制強化加算 「高齢者・小児の心身の特性および緊 

急時対応」 

受講証明書は姶良地区歯科医師会または伊佐市歯科医師会の会員（準会員含む）

の希望者で遅刻早退が無い場合に発行いたします。 

※ 鹿児島県歯科医師会会員外の参加は事前に本会事務局までご連絡をお願い致します。 

※  準備の都合上、参加をご希望の方は、参加者の人数及び施設基準受講証明書発行

の要・不要をご記入のうえ、11 月３日（火曜日）までに、本会事務局（FAX：0995‐

58‐4389）までご返信をお願い致します。 

※  駐車場に限りがありますので、満車の場合は近隣のコインパーキングをご利用く

ださい。 

                                      

参加申し込み   医療管理研修会（11／10（火）19：30）に出席します。     

会員氏名（               ）  参加者の人数（    ）名 

施設基準受講証明書の発行を   希望する  希望しない（どちらかに〇） 



【演題】歯科医院における医療安全 ～安全な歯科医療を実践する

ために～ 

【講師】鹿児島大学大学院 医歯学総合研究科  歯科麻酔全身管理学分野  

                 准教授 塚本 真規 先生 
 

歯科医院における医療安全を実践するため、歯科医療を取り巻く現状と課題、医療事

故の予防、院内感染対策、緊急時の全身管理、抗菌薬の適正使用について解説する。超

高齢社会の進展に伴い、全身疾患を有する患者が増加する一方、小児や障害児・者など、

全身状態や行動面への配慮を必要とする患者を診療する機会も増えている。そのため歯

科医療従事者には、口腔内の治療だけでなく、患者の全身状態を把握し、起こり得るリ

スクを予測して安全に診療を行う能力が求められる。  

歯科診療では、局所麻酔薬の使用、気道に近接した口腔内の観血的処置などに伴い、

重篤な偶発症や医療事故が発生する可能性がある。異常を早期に認識し、バイタルサイ

ンを客観的に評価するとともに、必要に応じて救命処置や救急搬送を速やかに判断する

ことが重要である。一方、医療事故は個人の注意だけで防ぐことは困難である。ヒュー

マンエラーを前提として、インシデントを収集・分析・共有し、マニュアル、安全装置、

スタッフ間の相互確認など、複数の防御策を構築することが安全な医療につながる。  

また、歯科診療では血液・唾液への曝露や飛沫・エアロゾルが日常的に生じるため、

感染対策も医療安全の重要な柱である。標準予防策を基本として、手指衛生、個人防護

具、器材の適切な洗浄・消毒・滅菌、環境整備を確実に実践する必要がある。  さらに、

薬剤耐性の拡大を防ぐため、抗菌薬の適正使用も重要である。歯性感染症では局所処置

を基本とし、抗菌薬を必要な症例に適切な薬剤・投与量・期間で使用する。また、手術

部位感染や感染性心内膜炎の予防についても、患者のリスクや歯科処置の内容を踏まえ

て予防投与の適応を判断する必要がある。  

さらに、安全な歯科医療には、患者との良好なコミュニケーションも欠かせない。患

者の訴えを真摯に受け止め、十分な説明と情報共有を行い、事故発生時には適切な対応、

誠実な説明、再発防止につなげる姿勢が求められる。  

医療安全を特別な取り組みではなく日常診療の一部として捉え、医院全体で安全な歯

科医療を実践するために何ができるのかを考えたい。  

 

【略歴】 

2006.3  明海大学歯学部卒業  

2012.3    埼玉医科大学  大学院  医学研究科  臨床医学研究系麻酔学専攻  修了  

2012.4    埼玉医科大学医学部  客員講師  

2012.4  九州大学病院  歯科麻酔科  助教  

2022.4  帝京大学  福岡医療技術学部   非常勤講師  

2023.4  鹿児島大学病院  全身管理歯科治療部  講師  

2024.4  九州大学病院  歯学研究院  共同研究員  

2024.10   鹿児島大学病院  全身管理歯科治療部  准教授 

 


